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いつもセブン-イレブン記念財団へのご理解・ご協力ありがとうございます。セブン-

イレブン記念財団は、2023年11月20日をもちまして設立30周年を迎えます。これも

ひとえにお客様をはじめ、皆様方の温かいご支援と激励のたまものでございます。ここ

に心よりの感謝を申し上げます。

セブン-イレブン記念財団は、セブン-イレブン・ジャパンの創立20周年記念事業と

して、セブン-イレブン加盟店と本部が一体となって“環境”をテーマに社会貢献活動に

取り組むことを目的に設立されました。

設立当時、日本全国のセブン-イレブンは約5,300店に拡大しており、コンビニエン

スストアが近くて便利なお店として地域の皆様に受け入れられたことを示している一方

で、セブン-イレブンの拡大は地域社会に貢献すべき責任も担うことになりました。

1994年には約5,300店のセブン-イレブンに募金箱を設置し、環境をテーマにした「み

どりの基金」を開始。環境に特化した理由は、コンビニエンスストアという利便性の陰

には、常にゴミ問題があったからです。

以来三十年、当財団はさまざまな環境活動を支援し、北海道から沖縄まで全国の環

境市民団体との活動や助成金という形で支援を継続してまいりました。また東京都と大

分県で自然学校を運営し、自然体験を通じて子どもたちが自然や生きものを愛する心を

育むことを目的とした環境プログラムや学校受入れも実施しております。例えば、我々

の自主事業である「セブンの森、セブンの海の森づくり」は、今までに全29カ所で協

定を締結し、現在も18カ所で地域の皆様とともに活動を続けています。このように活

動を続けていけるのも、当財団とパートナーシップを組み、日本の素晴

らしい自然環境を次世代につなげたいという同じ想いを持っている全

国の環境市民団体の皆様のおかげでございます。

これからもセブン-イレブン記念財団は、加盟店や社員、地域の

皆様と一緒に日本の美しい自然や生態系を次世代に引き継ぐた

めに、さまざまな団体と協力して活動を進めてまいります。
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理事長  山本 憲司
（セブン-イレブン豊洲店オーナー）
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日頃、セブン-イレブン記念財団の取り組みにご理解、ご支援を賜り、

誠にありがとうございます。

今年、セブン-イレブン記念財団は、おかげさまで設立30周年を迎えること

ができました。募金や寄付にご協力いただいている皆様、環境活動に取り組まれ

ている各地域の団体や行政の皆様、そして何より、日々、店頭募金箱の管理・運営

をしてくださっているオーナー様や従業員の皆様に、改めまして感謝申し上げます。

セブン-イレブン・ジャパンの創立20周年事業として1993年に「みどりの基金」

が設立されて以来、加盟店の皆様と本部が一体となり、環境をテーマにした社会貢

献活動に取り組んでまいりました。

毎年多くの募金や寄付をお寄せいただいていることは、当財団に対する「多くの

方からの期待の表れである」と受け止めています。この想いにしっかりとお応えし

ていくためにも、加盟店の皆様や本部とともにサステナブルな社会の実現を目指し、

目の前の環境問題に誠実に向き合ってまいります。

現在、「海洋プラスチックごみ問題」や「地球温暖化による自然災害の増加」など、

さまざまな環境問題が喫緊の課題として顕在化してきています。当財団は、これら

の環境問題に向き合い、豊かな自然を次世代につなげていくために、日本全国で

環境活動をされている皆様や環境イベントなどへの支援を行っています。また環境

省の「つなげよう支えよう森里川海」のプロジェクトに賛同し、森林や海、湖など

さまざまな分野での環境保護・保全活動を実施しています。

これからも各地域の環境市民団体と連携することで活動内容の

充実を図りながら、日本の美しい自然や生態系を未来につなぐ

ための活動を続けてまいります。
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評議員会長  永松 文彦
（株式会社セブン-イレブン・ジャパン 代表取締役社長）




